
提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 1

76

県支出金 その他 一般財源

△ 4,614 715 △ 5,329

△ 2,800千円

△ 1,830千円

△ 700千円

　葬祭手数料　173,500円×3件 680千円

　納骨手数料　30,000円×3件 36千円

　運搬手数料　23,060円×3件

　火葬場使用料　12,000円×3件

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

715 基準額

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

社会福祉総務費

事業番号 事業名 社会福祉総務費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

支援を必要とする住民

総合計画における位置づけ

16　困った時に困ったと言い合える関係
性をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

支援を必要とする住民に対し、民生児童委員によ
る見守り活動や、各種団体への補助、事業委託を
行うことにより、適切なサービスにつなげることを目
的とする。

根拠法令・要綱等

民生委員法
災害対策基本法

行旅病人及行旅死亡人取扱法
墓地、埋葬等に関する法律

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

106,951

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

給料

職員手当等

共済費

役務費

　手数料

使用料及び賃借料

説明名称 補正前の額

・人事異動による人件費の補正

・墓地埋葬法第9条による葬祭費用等を今後の見込みにより
増額するもの　715,680円

　（当初2件→5件）

60-10-15-5-1 行旅死亡人等取扱費繰替支弁金 515

款-項-目-節-細節



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 1

1596

県支出金 その他 一般財源

1,655 800 855

5千円

50千円

　生活保護世帯　45世帯 1,600千円

　児童扶養手当世帯　94世帯

　特別児童扶養手当世帯　34世帯

　特別障害者手当　13世帯

　障害児福祉手当　9世帯

　新規増加分見込み　5世帯

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

800 1/2

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

社会福祉総務費

事業番号 事業名 家計負担激変緩和対策事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

一定の基準に該当する世帯（生活保護費等支給
対象世帯）

総合計画における位置づけ

17　障がいのあるなしに関わらず、自分ら
しい暮らし方を楽しめるまちにしよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

物価高騰による家計への負担が大きい一定の基
準に該当する世帯（生活保護費等支給対象世
帯）に対し給付金を支給することで、家計負担の
軽減を図る。

根拠法令・要綱等

鳥取県家計負担激変緩和対策
事業補助金交付要綱

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

1,455

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

10-1 消耗品費

コピー用紙＠2,161円×2箱×1.1

11-1 通信運搬費

申請書等郵送料＠140×200通

振込通知郵送料＠110×200通

19-1扶助費

家計負担激変緩和対策給付金

　＠8,000円×200世帯

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

  鳥取県家計負担激変緩和対策事業補助金

  1,600千円×1/2＝800千円

【事業の概要】

物価高騰による家計への負担が大きい一定の基準に該当す
る世帯   （生活保護費等支給対象世帯）に対し給付金を支
給することで、家計負担の軽減を図る。 県補助金の増額に
合わせて補正するもの。

【給付対象世帯】

　計　200世帯

【給付額】

　1世帯あたり8,000円

【財源内訳】県補助金800千円（補助率1/2）

60-10-15-5-1 鳥取県家計負担激変緩和対策事業補助金 700



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 2

80

県支出金 その他 一般財源

6,301 3,601

・前年度実績より光熱水費の増額 10-5　光熱水費 2,742千円

　●光熱水費 2,742千円

・保健福祉センターなわ内の電話機に録音機能を追加する。 10-6　修繕料 308千円

 録音機能の追加による、トラブル発生時の正確な事実確認及び

 お問い合わせへの正確な対応を目的とする。

　対象は４課及び診療所の電話機で、社会福祉協議会分は除く。 12-1　委託料 3,251千円

　●保健福祉センターなわ通話録音機能導入業務委託料 　保健福祉センターなわ通話録音機能導入業務委託料　468千円

　　 468千円 　保健福祉センターなわ照明設備LED更新工事設計委託料　2,783千円

・照明設備をLEDに更新する工事にかかる設計委託料。

 総合福祉課及び長寿支援課等の事務室照明及び地下屋内

 軽スポーツ場の一部などLED化済の箇所を除く。

 概算工事費　28,490千円程度を見込む。

　●保健福祉センターなわ照明設備LED更新工事設計委託料

　　 2,783千円

・非常用発電機の冷却水ヒーターが漏電しており、修繕を行う。

　●施設修繕料 308千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

2,700 10/10

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

社会福祉施設費

事業番号 事業名 保健福祉センターなわ運営事業費

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

保健福祉センターなわ

総合計画における位置づけ

33　どこにお金を使うのか、誰が担うのか
を見直そう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

維持、清掃、警備等の管理及び運営を効率的に
行う

根拠法令・要綱等

大山町保健福祉センターなわ条例
大山町保健福祉センターなわ規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

26,968 2,700

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

　施設修繕料

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

90-5-15-22-9 保健福祉センターなわ照明設備LED更新事業 0



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 2

83

県支出金 その他 一般財源

42 42

10需用費

42千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

社会福祉施設費

事業番号 事業名 老人憩いの家運営事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

地域住民及びその周辺住民

総合計画における位置づけ

09　すべての人がかけがえのない存在と
して大切にされるまちをつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

歴史的社会的理由により生活環境等の安定向上
が阻害されている地域とその周辺地域の老人に対
し、教養の向上、レクレーション等の場を与え、も
て老人の心身の健康の増進を図るため。

根拠法令・要綱等

大山町名和老人憩の家条例・規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

239

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

　5光熱水費

補正前の額

【補正理由】

10需用費
　5光熱水費
　実績により電気代の不足が見込まれるため
　当初)138千円－支出見込額)180千円=不足額)42千円

款-項-目-節-細節 説明名称



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 2

84

県支出金 その他 一般財源

1,433 1,095 338

・特殊浴室北側壁面タイルの剥落及び浮きがあり、修繕を行う。 338千円

　●施設修繕料（福祉センターなかやま）

　　 338千円 1,095千円

・構内柱上からキュービクルに至る高圧ケーブルが製造から26年 　福祉センターなかやま高圧ケーブル更新工事　1,095千円

以上経過しており、更新を行う。

　●福祉センターなかやま高圧ケーブル更新工事

　　 1,095千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

1,095 10/10

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

社会福祉施設費

事業番号 事業名 いきいき倶楽部運営事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

福祉センターなかやま

総合計画における位置づけ

33　どこにお金を使うのか、誰が担うのか
を見直そう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
効率的に管理及び運営を行う

根拠法令・要綱等

大山町公の施設の指定管理者の指定の
手続等に関する条例
いきいき倶楽部規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

65,277

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

10-6　修繕料

14-1　工事請負費

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

75-10-20-1-1 公共施設整備基金繰入金 0



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 2

564

県支出金 その他 一般財源

8,817 3,817 0

・照明設備をLEDに更新する。 8,817千円

　更新箇所は、①ホール水銀灯　②デイサービス内休憩コーナー 　保健福祉センターだいせん照明設備LED更新工事　5,000千円

　●保健福祉センターだいせん照明設備LED更新工事 　電気設備改修工事　3,817千円

　　 5,000千円

・高圧機器の改修指摘を受けている箇所について、修繕工事を行う。

　●電気設備改修工事　 3,817千円

　工事内容等 ①漏電火災警報器の取替

②キュービクル塗装

③真空遮断器（VCB）更新

④高圧カットアウトスイッチ（PC）修繕

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

5,000 10/10

3,817 10/10

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

社会福祉施設費

事業番号 事業名 保健福祉センターだいせん運営事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

保健福祉センターだいせん

総合計画における位置づけ

33　どこにお金を使うのか、誰が担うのか
を見直そう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
効率的に管理及び運営を行う

根拠法令・要綱等

大山町公の施設の指定管理者の指定の
手続等に関する条例
大山町保健福祉センターだいせん条例
大山町保健福祉センターだいせん規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

19,753 5,000

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

14-1　工事請負費

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

90-5-15-22-10 保健福祉センターだいせん照明設備LED更新事業 0

75-10-20-1-1 保健福祉センターだいせん高圧機器更新工事 0



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 6

99

県支出金 その他 一般財源

1,178 578

△ 58千円

55千円

1,181千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

600 10/10

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

同和対策施設費

事業番号 事業名 中山ふれあいセンター運営事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

地域住民及びその周辺住民

総合計画における位置づけ

09　すべての人がかけがえのない存在と
して大切にされるまちをつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

地域社会全体の中で福祉の向上や人権啓発の住
民交流の拠点となる開かれたコミュニティーセン
ターとして、生活上の各種相談事業や人権課題の
解決のための各種事業を総合的に行う。

根拠法令・要綱等

隣保館運営設置要綱
隣保館条例、隣保館規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

13,892 600

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

8　旅費

12　委託料

14　工事請負費

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

【補正理由】

８旅費（費用弁償）　　　　　△ 58,000円
人事異動により通勤手当の減額

１２委託料　　　　　　　　　　　　　55,000円
令和6年度から、複合施設となり収容人員が300人を超えるた
め、防火対象物点検施設の対象となり、年1回の点検を行う
ための予算を計上するもの。

１４工事請負費　　　　　　　　　1,180,300円
①駐車場南側通り抜け禁止看板を取り付けるもの。
②駐車場東側に騒音防止等を促す看板を設置するもの。
③センター北側駐車場入口に外灯を設置するもの。
④会議室照明器具をLED化に改修
　①99,000円　②99,000円　③374,000円　④608,300円

90-5-15-31-1 中山ふれあいセンター会議室照明器具LED化改修事業 0



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 6

100

県支出金 その他 一般財源

119 119

119千円

10-6修繕料

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

同和対策施設費

事業番号 事業名 中高ふれあい文化センター運営事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

地域住民及びその周辺住民

総合計画における位置づけ

09　すべての人がかけがえのない存在と
して大切にされるまちをつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

地域社会全体の中で福祉の向上や人権啓発の住
民交流の拠点となる開かれたコミュニティーセン
ターとして、生活上の各種相談事業や人権課題の
解決のための各種事業を総合的に行う。

根拠法令・要綱等

隣保館運営設置要綱
隣保館条例、隣保館規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

14,770

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

10需用費

　6修繕料

説明名称 補正前の額

【補正理由】

県道からの入り口に設置してある看板の土台が腐食してお
り、修繕するもの。　　　　　　　　　　108,000円×1.1

款-項-目-節-細節



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 6

101

県支出金 その他 一般財源

860 △ 140

△ 312千円

△ 53千円

49千円

7千円

139千円

1,030千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

1,000 10/10

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

同和対策施設費

事業番号 事業名 人権交流センター運営事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

地域住民及びその周辺住民

総合計画における位置づけ

09　すべての人がかけがえのない存在と
して大切にされるまちをつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

地域社会全体の中で福祉の向上や人権啓発の住
民交流の拠点となる開かれたコミュニティーセン
ターとして、生活上の各種相談事業や人権課題の
解決のための各種事業を総合的に行う。

根拠法令・要綱等

隣保館設置運営要綱
人権交流センター条例
人権交流センター規則

人権交流センターの管理運営に関する
要項

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

56,472 1,000

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

8旅費

10需用費

　　消耗品費

11役務費

3職員手当等

補正前の額

　5保険料

13使用料及び賃借料

14工事請負費

　　遊戯室照明LED化

【補正理由】
3職員手当　　　　　　△312,000円
　人事異動により
8旅費　　　　　　　　　△53,000円
　旅費規程の改正および中学生県外交流研修引率の宿泊料漏れのた
め　　　　　　　　　　　　                         5,000円
　人事異動により通勤手当の減額　　　△58,000円
10需用費
　1消耗品費　　　　　　　　　　48,400円
　現存タイヤの活用を考えていたが、新規購入車種と合わなかったため、
新規での冬用タイヤ購入が必要なため。
11役務費
　5保険料　　　　　　　　6,180円
　新車購入により、自動車保険料が不足するため。
13使用料及び賃借料　　　　　　　 138,500円
　小学5・6年生同和教育県外現地学習会実施に伴う貸切バス借上料
（中型）－岡山市人権啓発センター（渋染一揆資料館）
14工事請負費　　　　　　　　　　　1,029,600円
　遊戯室の照明器具のLED化を行うことにより管理負担・光熱費の軽減
及び器具の延命化を図り、脱Co2の事業を推進する。フロア(40本)とステー
ジ（16本）直管をLED化及び劣化したカバー交換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（616,000円＋320,000円）×1.1

90-5-15-22-11 人権交流センター照明器具LED化改修事業 0

款-項-目-節-細節 説明名称



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 6

107

県支出金 その他 一般財源

660 660

660千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

同和対策施設費

事業番号 事業名 中高集会所運営事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

地域住民及びその周辺住民

総合計画における位置づけ

09　すべての人がかけがえのない存在と
して大切にされるまちをつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

同和地区における社会教育の充実、発展をはかる
ため。

根拠法令・要綱等

大山町中高集会所条例

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

302

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

需用費

　修繕料

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

【補正理由】

・集会室畳・床材交換修繕料

令和5年度に約半分（42帖/96帖）の修繕を実施済みで、残り
54帖の修繕に必要な経費。



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 5 社会福祉費 目 8

1440

県支出金 その他 一般財源

598 598

14千円 

88千円 

496千円 

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

人権推進費

事業番号 事業名 男女共同参画事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

住民

総合計画における位置づけ

10　「男らしさ」「女らしさ」ではなく「自分ら
しさ」を大切にしよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

性別にとらわれることなく、互いの多様性を認め合
い、すべての人が自分らしく生きる

根拠法令・要綱等

大山町男女共同参画推進条例

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

420

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

11役務費　1通信運搬費

10需用費　1消耗品費

（A3コピー用紙）2,605円×3箱×1.1＝8,597円

（A4コピー用紙）2,161円×2箱×1.1＝4,754円

10需用費　4印刷製本費

・封筒代

(A4エコ窓）29円×2,000枚×1.1＝63,800円

(長3）11円×2,000枚×1.1＝24,200円

補正前の額

・郵送代

往信　180円×2,000通＝360,000円

返信　136円×1,000通＝136,000円

【補正理由】

男女共同参画についての町民の意識・実態調査を行うことに
要する経費。
〇スケジュール（案）
令和８年１月～２月調査
令和８年３月～４月回収・集計
【補正の理由】
大山町誰もが共同参画できる社会づくり計画（第４次大山町
男女共同参画プラン）が令和９年３月末で終了するにあたり、
令和９年４月に（第５次大山町男女共同参画プラン）を策定
する。この５次プラン作成のための基礎資料とするためのアン
ケート調査を実施することに要する補正。

アンケート対象者（前回令和３年２月調査）を参考
調査対象者　２，０００名（１５歳以上無作為抽出）
回収予定数　１，０００名（前回８２０部回答）
回収率　４１．０％

款-項-目-節-細節 説明名称



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 4

130

県支出金 その他 一般財源

2 2

△ 24千円

26千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

児童福祉施設費

事業番号 事業名 ふれあい児童館

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

18歳未満の児童・生徒
（主として児童館所在地の小学生）

総合計画における位置づけ

01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子ど
もを増やそう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

・地域における「子どもの居場所」を確保するととも
に、児童に健全な遊びを提供することを通じ、児
童の発達に応じ基本的生活習慣の定着、社会性
の獲得、情操の涵養、心身の健康増進等の育成
を促進する。
・保護者や諸機関と連携し、児童の健全育成を促
進する。

根拠法令・要綱等

児童福祉法・児童福祉施設の基準及び
運営に関する基準（省令）
児童館条例・児童館規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

10,018

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

3職員手当等

　4通勤手当

4共済費

　1共済組合負担金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

3職員手当等　（4通勤手当）

　人事異動により通勤手当の減額　　　　　△24,000円

4共済費　（1共済組合負担金）

　人事異動により共済組合負担金の増額　　　26,000円



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 4

131

県支出金 その他 一般財源

△ 19 △ 19

△ 26千円

7千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

児童福祉施設費

事業番号 事業名 あすなろ児童館

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

18歳未満の児童・生徒
（主として児童館所在地の小学生）

総合計画における位置づけ

01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子ど
もを増やそう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

・地域における「子どもの居場所」を確保するととも
に、児童に健全な遊びを提供することを通じ、児
童の発達に応じ基本的生活習慣の定着、社会性
の獲得、情操の涵養、心身の健康増進等の育成
を促進する。
・保護者や諸機関と連携し、児童の健全育成を促
進する。

根拠法令・要綱等

児童福祉法・児童福祉施設の基準及び
運営に関する基準（省令）
児童館条例・児童館規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

4,891

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

4共済費

　共済組合負担金

11役務費

　手数料

４共済費
　1共済組合負担金
　　　人事異動による減　　　　　　　　　　　　　△26,000円

11役務費
  3手数料　　　　　　　6,473円
　旧押平児童館解体に伴うブラウン管式カラーテレビ（21イン
チ：大型）処分に伴うリサイクル券の購入（１台分)
　　　　　　　　リサイクル券2,970円＋振込手数料203円
　旧押平児童館解体に伴う消火器廃棄手数料
　　廃棄消火器運搬手数料　　　　550円×3本
　　廃棄消火器リサイクルシール　550円×3本

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 15 民生費 項 10 児童福祉費 目 4

132

県支出金 その他 一般財源

107 107

4千円

100千円

2千円

1千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総合福祉課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

児童福祉施設費

事業番号 事業名 中高児童館

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

18歳未満の児童・生徒
（主として児童館所在地の小学生）

総合計画における位置づけ

01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子ど
もを増やそう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

・地域における「子どもの居場所」を確保するととも
に、児童に健全な遊びを提供することを通じ、児
童の発達に応じ基本的生活習慣の定着、社会性
の獲得、情操の涵養、心身の健康増進等の育成
を促進する。
・保護者や諸機関と連携し、児童の健全育成を促
進する。

根拠法令・要綱等

児童福祉法・児童福祉施設の基準及び
運営に関する基準（省令）
児童館条例・児童館規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

10,090

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

７報償費

　２記念品等

10需用費

　5光熱水費

１１役務費

　5保険料

13使用料及び賃借料

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

　NHK受信料の予算見込み誤りによる増額。　　　966円

７報償費（２記念品等）

　講師の方へ講師謝金の代わりに御礼品を渡す。

　2,000円×２回

10需用費（5光熱水費）

　実績により、電気代の不足が見込まれるため。

　当初)300千円－支出見込額)400千円=不足額)100千円

　

１１役務費（５保険料）

　小学生を対象の県内施設見学の傷害保険料。

　81円×24人

　

13使用料及び賃借料


